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【校訓】 自主・自愛・自省                                       
多様性が認められる社会へ 

校長  松 永 達 郎  
近年、「SDGs（持続可能な開発目標）」という言葉を耳にする機会が増えました。これは 2015年 9月、

国連総会で全会一致により採択された、よりよい世界を目指すための国際的な目標です。貧困、紛争、気

候変動、資源の枯渇など、地球規模の課題が深刻化する中、「誰ひとり取り残さない」を理念に、2030年

を目標年として 17 のゴールが掲げられています。その達成には、国や企業だけでなく、私たち一人ひと

りが課題を自分事として捉え、日常の中で行動していくことが強く求められています。 

 

その中の一つが「ジェンダー平等の実現」です。ジェンダーとは社会的・文化的な性差を意味し、学校

において象徴的に表れるものの一つが制服です。制服は明治時代に制度化され、男子は軍服を基にした詰

襟、女子は良妻賢母の育成を背景とした和装から始まりました。その後、時代の変化とともにデザインは

多様化し、近年では性別に関係なく選択できる制服が広がっています。こうした変化は、個々の価値観や

生き方を尊重する社会への転換を象徴しているといえるでしょう。 

 

真龍中学校でも、令和 10 年度新入生からの学校指定制服変更を検討しています。前述のとおり「ジェ

ンダー平等の実現」はもとより、ご家庭の負担軽減や、暑さ対策も考えております。地域とともにある学

校として、8月下旬に保護者や地域の方々（代表として学校運営協議会委員）へのアンケートを実施し、

その意見を踏まえて導入の可否を判断します。9月末に結果を公表する予定です。ご案内が届きましたら、

皆様のお考えをお聞かせください。 

 

また、ジェンダー平等の実現には制服だけでなく、多様性への理解の深化や、多目的トイレの整備、更

衣室の個室化といった環境面の充実も不可欠です。互いの違いを認め合い、安心して自分らしく過ごせる

環境づくりが求められます。2030 年まで残された時間は多くありませんが、本校は今後も一つひとつの

取組を大切にし、多様性を尊重しながら、誰もが安心して暮らせる持続可能な社会の実現を担う生徒の育

成を目指していきます。 

  結びになりますが、明日から 32 日間の夏休みが始まります。暑さ対策を十分に行うとともに、ケガや

事故に巻き込まれないよう有意義な夏休みをお過ごしください。 
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    ７月８日（水）、９日（木）の２日間、２年生が１泊２日の宿泊研修に行ってきました。集
団で行動する際に気をつけることや、仲間のために今何をするべきかを主体的に考えながら

行動する姿が見られました。ぜひ宿泊研修の活動を通して得た力を、日常の学校生活でもし

っかり発揮してください。  また、この宿泊研修を最後に、２年生の三上夏輝さんが転校となりました。みんなと過ご
したこの時間を思い出に、新天地でも頑張ってください！ ２年生：『ウレシパ』な宿研

    ７月３日（金）に市中パレードが開催され、本校も全校生
徒が参加し、厚岸音頭を踊りました。昨年度は雨で中止でし

たが、今年度は天候もよく、丁度いい気温の中で踊ることが

できました。たくさんのお客さんを目の前に、練習の成果を

十分披露できたと思います。   市中パレード開催！    トイレの改修工事が始まりました。生徒用のトイレについては８月末までに、教師用のトイ
レについては１０月末までに改修される予定となっています。その間、工事車両が正面玄関の
出口側から校地に侵入することがありますので、十分ご注意ください。 

☞ 

   ７月１４日（火）に２回
目の授業参観及び学級懇

談を実施しました。お忙し

い中、ご参加いただいた皆

様、ありがとうございまし

た。次回は１１月９日（月）

を予定しています。 参観日・懇談    公務員弘済会より、熱中
症対策として簡易製氷機

を贈呈いただきました。あ

りがとうございます。 製氷機贈呈 


